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＜週間連絡＞

· 9/5（火）15時より鹿原博夫様ケア会議開催。

· 9/6（水）14時より清水泰雅様ケア会議開催。

· 9/8（金）15時より食事サービス提供管理委員会開催。

＜外来情報＞

· 高橋　百壽様～「イライラ、憂鬱感はないものの、まだかったるさがある」とのことで、処方変更

となっている。

· 河村　哲久様～通所利用日について、担当医より「週1回でも曜日を決めて来たほうが良い」との
　　　　　　　アドバイスあり。通所スタッフとも利用日について検討する。

＜利用者様情報＞　　　　　　　　　　

· 稲垣　ふき様～青風荘より、昨日夜～今朝は30分おきに起床し私物整理をされていたとの情報提供
　　　　　　　あり。また「お盆はいつ来るんですか」と的外れな発言が聞かれている。
　　　　　　　⇒デイナイトケアでのプログラム参加状況等経過観察し、申し送りする。また、的
　　　　　　　外れな発言が聞かれた場合には、内容を確認する。
· 馬渡　武光様～青風荘より、本日3:30より起床されているとの情報提供あり。デイナイトケアプロ
　　　　　　　グラム中は眠気の強い様子が見られている。
　　　　　　　⇒デイナイトケアプログラム中はなるべく身体を動かし、昼夜逆転を防ぐ。眠気に
　　　　　　　より歩行にふらつきが見られる場合もあるので、見守りをする。本日のプログラム
　　　　　　　参加状況等経過観察し、申し送りする。
· 中川原義雄様～本日より通所利用開始となっている。湊病院からの処方薬は2週間分のみで、以
　　　　　　　後は当院での外来診察・処方に切りかえることとなる。担当スタッフは東となる。
· 河村　哲久様～本日より通所利用開始となっている。担当スタッフは上平となる。
　　　　　　　外来受診前、「デイケアの利用料が高くなった？」と通所利用に伴う経済的負担を
　　　　　　　心配する発言が聞かれている。医事課を通して医療費の自己負担額を確認している。
　　　　　　　外来受診後本人より「作業所では仕事のノルマもあるので、来所日を決めるのは難
　　　　　　　しい。来られる時に来所するようにしたい」と電話にて相談がある。過去に作業所
　　　　　　　での対人関係でストレスが溜まり、その際に通所スタッフが本人の話を聴くなど
　　　　　　　してフォローしたことを説明し、次回外来受診時に通所利用日について検討する
　　　　　　　ため来所していただくよう伝えている。
　　　　　　　⇒相談内容についてはカルテ記載する。
　　　　　　　

· 鹿原　博夫様～9/5にケア会議で話し合う内容についてスタッフに話をされている。
　　　　　　　今後の方向性：現在、「蕎麦店の職親」と「うみねこ幸房での蕎麦打ち（職人が
　　　　　　　蕎麦うちを教えるもの）」について話がきている。しかし、両方とも給料が出る
　　　　　　　ものではなく「金も出ないのにやるのは馬鹿らしい」と話されている。
　　　　　　　体調面での不安：「仮に職親をすることになっても休みがきちんと取れるのか、店
　　　　　　　の人が病気に対する知識があるのか心配だ」とのこと。「今もぼんやりしたり眠く
　　　　　　　なったりと薬と上手く付き合えていない気がしている。薬のせいで店でもぼんやり
　　　　　　　したときにサボっていると思われてしまうのは嫌だ」と話されている。
　　　　　　　就労とナイトケア利用：「今のままでも結構疲れているのに、（職親等で）これ以上
　　　　　　　疲れるとナイトケアにも来れなくなるかもしれない。でも、夕食や入浴を考えると
　　　　　　　ナイトケアには通所したい」と話されている。
　　　　　　　⇒青明舎に情報提供し、ケア会議時にも今後の方向性について本人の意向も踏まえ
　　　　　　　話し合う。

· 関　秀治様　～本日青山荘にて本人、ご家族同席でケア会議実施している。
　　　　　　　退所後の居住地について：ご家族、本人とも八戸での生活を希望されている。
　　　　　　　退所後の生活について：青明舎職員より職親利用の提案があり、ご家族は積極的で
　　　　　　　あるが本人は「まだ不安で」と消極的な態度を示している。そのため、職親利用の
　　　　　　　前段階として清掃作業を導入することとし、9/13（水）より１回２時間、週２回程
　　　　　　　度のペースで青明舎の清掃作業を行なっていくこととなっている。
　　　　　　　⇒青山荘退所後の生活について、本人と話し合う機会を設けていく。相談内容は関
　　　　　　　係機関に情報提供していく。


＜デイケア事例検討＞

田名部　浩平様　（24）　統合失調症　　デイケア利用年数：1年1ヶ月

○経過

高卒後東京で働くが体調を崩し帰郷する。H14年6月ごろより夜間不眠による昼夜逆転、被害関係妄想、幻聴が出現し、H14年7月青森労災病院受診する。外来受診、服薬調整による経過観察を続けているが、就職活動が上手くいかないなどの理由で被害的になることがあった。また路上で通りすがりの人とけんかになることもあった。H17年7月より当院デイケア利用開始（月・水・金の週３日利用）となっている。

○面談内容

· デイケアについて

· 本人：「大分雰囲気に慣れてきた」

· メンバーに話し掛ける／話し掛けられるなどある程度交流は持てているが、プログラム中に無断で外来待合室に行くなど、通所利用ルールにのっとった行動が取れないことが多い。またTPOを考えず太極拳を行なうことがあり、周囲に奇異な印象を与えることもある。

· 服薬について

· 本人：「飲んでいる」

· ご家族（母様）が服薬管理を行なっているが、服薬状況については確認を取ることが難しい。また、「（前主治医に）2年飲んだら治ると言われた」など服薬継続の必要性に関する認識が乏しい。

· 今後の目標について

· 本人：「家にいてもブラブラするだけなので、生活リズムが持てるようにデイケアに来たい」

· 外出先で体調不良になった際に自ら救急車を呼び救急受診するなど、短絡的な行動を起こすことがある。担当医からも「ご家族がいることで社会生活が何とか保てているタイプ」との話があり、ご家族と定期的に連絡を取りながら本人の経過を見守っていくことが必要。

○デイケアでのかかわりについて

1 デイケア利用時間中は所在の確認を行なっていく。

2 「無断で外に出ない」「時間を守って行動する」など最低限のルールをわきまえた行動を取るよう、声掛けをしていく。ルールから外れた行動を取った場合には本人と振り返りの機会を設け、具体的に説明していく。

3 ご家族と定期的に連絡を取り、本人の経過について情報共有を図っていく。










